
 

 

2026（令和８）年度神奈川県立保健福祉大学大学院 
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筆 記 試 験 

問 題 用 紙 

 

 

① 指示があるまでは中を見てはいけません。 

② 自分の志望する領域の問題の指示に従って解答してください。 

③ 解答用紙すべてに、志望領域、受験番号、氏名、解答する問題番号 

（例：看―１―（１））を必ず記入してください。 

④ 解答は問題番号ごとに別々の解答用紙に記入してください。 
 

 

 

【看護領域】 
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【看護領域】 

一般選抜の受験者は、問題（看－１）、問題（看－２）および問題（看－４）に解答しなさい。 

社会人特別選抜の受験者は、問題（看－１）、問題（看－２）および問題（看－３）に解答し

なさい。 

 

問題（看－１） ＜専門＞  受験者全員が解答しなさい。 

次の問題（１）～（９）の中から、自分の志望する専門分野の問題を１つ選んで解答しなさい。 

※ 解答にあたっては、それぞれの問題番号（例：（１））を明記すること。 

 

 

（１）＜看護教育学＞ 

チーム医療や在宅医療の推進に伴い、看護職には多職種と連携して業務を遂行する能力が

要求されている。多職種連携における課題に関係する自己の経験を述べなさい。また、看護

基礎教育や看護継続教育において多職種と連携する能力を育成するために、どのような教育

内容や教育方法を組み入れるべきかについて、あなたの考えを述べなさい。 

 

 

（２）＜基礎看護学＞ 

ヴァージニア・ヘンダーソン（Virginia Henderson）が述べる「基本的看護活動に関係し

ての看護師の独自の機能」について説明しなさい。次に、あなたの心に残る看護実践場面（実

習での場面でもよい）を、この理論を用いながら、なぜ心に残ったのかを述べなさい。 

 

 

（３）＜小児看護学＞ 

地域における医療的ケア児とその家族の生活の質を向上させるため、支援体制の構築が進

められてきたが、課題は残されている。そこで、まず、医療的ケア児の地域生活における課

題について一つ取り上げて説明しなさい。その上で、課題に対する小児看護の役割について、

あなたの考えを述べなさい。 

 

 

（４）＜療養生活支援看護学＞ 

入院は、身体的・心理的・環境的なストレスが一度にかかる特殊な状況であり、特に高齢

者はせん妄をきたしやすい。入院した高齢者におけるせん妄発現の流れについて、「準備因

子」「誘発因子」「直接因子」の具体例を示して説明し、せん妄を予防するための看護実践を

述べなさい。
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（５）＜地域看護学＞ 

地域で暮らす人々やコミュニティの自立を促進するためのセルフケア支援において、看護

職にはどのような役割や姿勢が求められるか、あなたの考えを述べなさい。 

そのうえで、あなたの看護実践のフィールド（行政、在宅、学校、産業等）を明確にし、

具体的な事例や場面を例示しなさい。 

 

 

（６）＜看護開発学＞ 

遠隔診療（telemedicine）の普及により、医師がオンライン診察を通じて僻地の患者を診

療できる体制が急速に整いつつある。これに伴い、僻地医療における遠隔診療がもたらす看

護師の新たな働き方と役割について、記述しなさい。 

 

 

（７）＜がん看護CNS＞ 

あなたのがん患者に対する臨床経験を振り返り、がん患者のQuality of Life（以下QOL）

を低下させる要因を一つ取り上げて、その要因ががん患者のQOLをどのように低下させるの

かについて説明しなさい。また、その要因に、看護師としてどのように対応することが必要

か、あなたの考えを述べなさい。 

 

 

（８）＜慢性看護CNS＞ 

複雑な状況にある慢性疾患患者の看護に活用できる概念または理論を１つあげ、あなた自

身が経験した看護実践例を用いて説明しなさい。その上で、取り上げた概念または理論をよ

りよい看護に結びつけるための要点を述べなさい。 

 

 

（９）＜助産実践コース＞ 

妊娠期のつわりと看護ケアについて、下記のキーワードをすべて用いて説明しなさい。 

 

（キーワード）妊娠悪阻、ビタミンB1、Wernicke脳症、尿中ケトン体、 

代謝性アシドーシス、脱水
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次の文を読み、問題（看－２）、問題（看－３）に解答しなさい。    ＜専門共通＞ 

 

（著作権の関係で、問題文の掲載を省略） 

 

出典：宮坂道夫(2020)．対話と承認のケア-ナラティヴが生み出す世界．医学書院．p.127-133．

(一部抜粋)  

 

 

問題（看－２） 受験者全員が解答しなさい。 

ケア提供者が用いてきた方法の一つである尺度が、患者の主観である「病い」をとらえてい 

ない理由について、筆者の考えを 200 字以内で述べなさい（句読点も字数に含む）。 

 

 

問題（看－３） 社会人特別選抜の受験者のみ解答しなさい。 

尺度を使用することに対する著者の考えを踏まえ、看護において尺度を用いることについて、 

あなたの考えを 1,200 字以内で述べなさい（句読点も字数に含む）。
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問題（看－４） ＜英語＞  一般選抜の受験者のみ解答しなさい。 

下記の英文を読み、各設問の指示に従って（１）（２）に解答しなさい。 

 

（著作権の関係で、問題文の掲載を省略） 

 

出典：Benner, P. (2001). From Novice to Expert; Excellence and Power in Clinical Nursing 

Practice. Commemorative Edition(p.102). CA: Addison-Wesley. (一部抜粋)  

 

 

（１）下線部を日本語に訳しなさい。 

 

 

（２）文中において、expert nursesの能力について、具体例を用いてどのように説明している

か日本語で述べなさい。 

 


